
担当課室 研究環境・産業連携課

予算額(補正後）

上位政策

研究環境・産業連携課長
池田　貴城

56 56

52.1 44.2

研究成果の創出と産学官連携などによる社会還元の
ための仕組みの強化

関係する計
画、通知等

- -

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

筑波研究学園都市研究交流センター

研究振興局

一般会計

担当部局庁

執行額 52.1

・施設の清掃・警備等の年間契約の業務については、日誌等の提出や定期清掃前後の写真を提出させることにより業
務が適切に行われているか確認している。
・修繕・工事等についても同様に確認している。

総事業費(執行ベース) 52.1

・共同利用施設である国際会議室等の利用回数・利用者は、平成19年度は、延べ1,247回、27,726人、平成20年度は、
延べ1,069回、28,245人、平成21年度は延べ1,042回、19,456人の利用があった。また、平成19年度、20年度と研究交流
会（技術交流inつくば）を共催で行った。
・施設の清掃・警備等の業務は、年間契約を締結している（10件程度）。施設の改修・修繕や設備備品、消耗品等の購
入は、100万円以上の契約案件は一般競争入札により契約を締結し100万円未満の契約案件は、基本的に２社以上の
見積もり合わせにより契約を締結している。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

-77 69

19年度 20年度 21年度

52.1 44.2

22年度 23年度要求
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見直しの
余地

１．事業評価の観点：この事業は、筑波研究学園都市における各研究機関の有機的連携及び国際協力の促進に向けて、研究交
流センターの整備・運用を行う長期継続事業であり、毎年度の予算の執行率も低くなっている。

２．所見：２０年以上続く長期継続事業であり、現行のままの一つの事業として存続しなければならない特段の必要性が認められ
ないことから、いったん廃止し整理統合すべきである。その際、予算執行の実績を的確に把握し、予算との差異の要因等を十分精
査しつつ、予算を縮減すべきである。
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平成21年度11月より、耐震工事（平成22年7月終了予定）を行っているため、会議場等の共同利用施設の一部の使用を12月より
行なっていない。

・共同利用施設である会議室の貸し出し基準等の見直しや共同利用施設の周知をし、さらに、研究機関等の研究交流
の推進に努めるべき。
・清掃管理業務等の年間契約（入札案件）については、仕様書の見直し、執行可能機関への周知や十分な入札期間を
確保するなど、今後さらに入札に参加しやすい環境を作るべき。

事業番号 0242

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
昭和51年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

筑波研究学園都市には、産学官の様々な研究機関が集積している。このため、筑波研究学園都市の各研究機関にお
ける研究活動の有機的連携を図るとともに、国際協力を促進することで、研究活動の水準の高度化を図る

執行率 67.7% 75.5% 78.9%

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

筑波研究学園都市研究交流センタ－が筑波研究学園都市における研究交流の中核機関としての機能を果たすため、
当該機関において以下の業務を行う。
・共同利用施設である国際会議場等の運営、研究交流集会等の業務
・設備の改修、点検、警備、清掃及び会議場等の整備　等



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

文部科学省
 ４４．２百万円

共同利用施設の管理・運営等業務や施設の修
繕を行っている。

【一般競争入札・請負】

Ａ．管理運営業務等：１４．２百万円
民間企業（全4機関）

国との委託契約に基づき、施設の清掃・管理業務及び警
備保安業務等の運営業務等を行っている。

庁費　　　　　　　　　　２６.２百万円
職員旅費    　　　　　　０.４百万円
情報処理業務庁費　　１.８百万円
設備整備費　　　　   　１.６百万円

を含む。
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0計 6.1 計

役務費 施設機械設備等保全管理業務等 4.1

清掃業務等 2.0
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A.東京美化株式会社 E.



Ａ：先端研究施設共用促進事業

支出先 支出額（百万円）

1 東京美化株式会社 6.1

2 株式会社ブロード 4.5

3 東和警備保障株式会社 2.4

4 株式会社ともゑ 1.2

5

6

7

8

9

10

合計 14.2

「複数支出先ブロック」の支出先一覧（上位１０機関）
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